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［特集］
鹿児島県障害者芸術文化活動支援センター
～アートを通じて色んな人とつながろう～

ハードルを越えて
日高　優翔さん

ありばヒューマンドキュメント
原良田　龍彦さん

バリアフリー最前線
センテラス天文館
鹿児島県身障者用駐車場利用証制度

鹿児島県からのお知らせ 
　・ヘルプマーク・ヘルプカード
　・アルコール関連問題啓発習慣
　・自殺に係わる相談窓口の案内ありば通信

社会福祉法人　白鳩会

表紙／車イスバスケ　谷口　拓磨（たにぐち　たくま）さんの作品

　第40回肢体不自由児・者の美術展で全国肢体不自由特別支援学校 PTA連合賞を
受賞した鹿児島養護学校高等部に通う谷口拓磨さん（17歳）。本作品は、“私の好
きなもの”というテーマで、小学校４年生から打ち込んでいる車椅子バスケを躍動
感あふれるタッチで描き上げました。「初めて出場した大会で観客がたくさんいる
中、プレッシャーを感じながらプレーしている自分を描きました。人物の迫力を出
すために、姿をはっきりと大きく描いています。」と話す谷口さんは、元々、絵を
描くことに苦手意識があったそうですが、「今回の受賞を機に、自分の絵に自信を
もつことができました。高校卒業後は絵を描く機会は少なくなりますが、いろいろ
な絵を見ることを楽しみたいです。」とのこと。また、「車椅子バスケでパラリンピッ
クに出場し、金メダルを取りたい。」と今後の目標についても話してくれました。
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鹿
児
島
県
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

～
ア
ー
ト
を
通
じ
て
色
ん
な
人
と
つ
な
が
ろ
う
～

令和 4年 7月 31日にセンター開所式を行いました 鹿児島県障害者芸術文化活動支援センターとは
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塩満　創センター長

塩田知事の挨拶

ゆうかり学園の利用者等による和太鼓演奏を披露

看板のロゴを制作した上山滉平さん

看板の除幕（社会福祉法人ゆうかり 水流理事長と塩田知事）

住所：〒 890-0014　鹿児島市草牟田１丁目８－７（地域生活支援拠点ゆうかり内）
実施団体：社会福祉法人ゆうかり　　　　　　　  ＨＰ： http://yuukari-s.jp/kac/

○センターの運営を行う塩満創センター長にお聞きしました。
　センターでは、福祉という分野だけではなく、ひとりの作家、ひとつの作品として多くの方々
が活躍し、楽しめるように“地域の交流の場”をつくっていきたいと思います。
　これまで鹿児島市内で培ってきた様々なネットワーク（つながり）を活かしながら、鹿児島
県の特性を発揮できるようなチャレンジ（試み）をしていけたらと考えております。
　障害の有無に関係なく、活動の機会を得られず、埋もれてしまっている才能はたくさんある
と思います。芸術文化を楽しみたい方にとって、いつでも相談で
きる場をつくり、地域の方やイベントなどに係わる皆さんが笑顔
になれるようなセンターを作っていきたいと思っていますので、
お気軽にお問い合わせいただければ幸いです。
　センターでは、毎月ワークショップを開催し、11月にはバリ
アフリー演劇、12月には作品展を開催予定です。開催情報はセ
ンターのHPなどでご確認ください。

　まだ開所したばかりのセンターですので、枠に
囚われないようにしながら、皆さんと一緒に“芸
術文化”を楽しんでいきたいと思います。

事業内容
１．事業所等に対する相談支援
　障害者やその家族、事業所等から支援方法、権利の保護、作品の販売等
に関する相談を受け付け、アドバイスや専門家の紹介等を行います。

２．芸術文化活動を支援する人材の育成等
　芸術文化活動の支援方法、著作権等の権利保護、障害特性への理解等に
関する研修や現場における活動体験等を行い、人材の育成及び確保を図り
ます。

３．関係者のネットワークづくり
　芸術文化活動を支える人材が連携・協力し、多角的な面から支援の在り
方が考えられるよう、様々な関係者・団体等とのネットワークづくりを行
います。

４．展覧会等の開催
　障害者の活躍の場を拡げ、地域の様々な人々との交流が促進されるよう、
障害者の芸術文化活動に関する作品を展示する展覧会等を開催します。

５．情報収集・発信
　展示会や公演などのイベント情報、芸術文化活動の実態把握、作品・作
者に関する発掘など、県内の芸術文化活動についての情報を収集・発信し
ます。

　令和４年７月 31日に、芸術文化活動を行う障害者やその家族、福祉施
設、支援団体等を支援する拠点として、芸術文化の享受、多様な活動の
展開など、障害者の自立と社会参加を促進するために開所いたしました。
　実施団体の職員が「絵画や作品を発表したい」「芸術文化活動のヒント
が欲しい」等の相談に応じます。お気軽にご相談ください。
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「職場やサッカーにおいても、まずは挨拶をすることを心掛けて
います。人とのコミュニケーションはどんな時も挨拶が大事で
すよね。」と素敵な笑顔でお話いただく原良田さん。

鹿児島ユナイテッド FCフューチャーズ主将
JFFID 日本代表

［原良田　龍彦］さん
　

２
０
１
９
年
に
発
足
し
た
知
的
障

害
者
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
『
鹿
児
島
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
』

は
、『
鹿
児
島
を
も
っ
と
ひ
と
つ
に
』

を
ク
ラ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
現
在
、

主
将
の
原
良
田
龍
彦
さ
ん
ら
約
25
名

の
選
手
が
所
属
し
、
練
習
や
対
外
試

合
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
原
良
田
さ
ん
が
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

た
の
は
中
学
校
三
年
生
の
時
。現
チ
ー

ム
の
前
身
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｄ
鹿
児
島
の

頃
か
ら
で
す
。「
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た

の
は
小
学
生
の
時
、
友
達
に
誘
わ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
中
学

校
の
こ
ろ
は
学
校
の
部
活
と
ク
ラ
ブ

の
両
立
を
し
て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー

の
お
か
げ
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
た

く
さ
ん
持
て
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

原
良
田
さ
ん
は
現
在
、サ
ッ
カ
ー

を
続
け
な
が
ら『
鹿
児
島
温
泉 

時と
き
の
す
み
か

之
栖
』
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。「
働

き
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
環
境

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
仕
事

は
主
に
番
台
で
の
接
客
や
、
浴
室
な

ど
の
清
掃
で
す
。
お
客
様
に
『
い
い

湯
だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。』
と
声
を

掛
け
て
い
た
だ
く
と
、
仕
事
の
や
り

が
い
を
感
じ
て
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

思
え
ま
す
」
と
話
す
原
良
田
さ
ん
に

温
泉
の
お
す
す
め
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
サ
ウ
ナ
で
す
ね
！
疲
れ
も
と
れ
る
の

で
お
客
様
に
も
お
勧
め
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
お
応
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　〝
も
う
ひ
と
つ
の
Ｗ
杯
〟
へ
向
け
て

　
Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ｓ
サ
ッ
カ
ー
世
界
選

手
権
２
０
２
２
が
今
年
の
６
月
に
開

催
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は〝
も

う
ひ
と
つ
の
Ｗ
杯
〟
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
日
本
は
２
０
１
４
年
の
大
会

で
ベ
ス
ト
４
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
原
良
田
さ
ん
の
日
本
代
表
選
出
は

今
回
で
２
回
目
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
今
年
の
世
界
大
会
は
や
む

な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。「
目
標
に

掲
げ
て
い
た
大
会
だ
っ
た
の
で
悔
し

さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ス
に
捉

え
〝
次
へ
〟
と
い
う
気
持
ち
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
そ
の
時
に
い
た
だ
い

た
話
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
親
善
マ
ッ

チ
で
す
。
残
念
な
が
ら
自
分
の
持
ち

味
を
出
せ
な
い
ま
ま
試
合
は
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
海
外

選
手
と
試
合
が
出
来
る
機
会
は
あ
ま

り
な
い
た
め
素
晴
ら
し
い
経
験
と
な

り
、日
本
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー

ド
感
や
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
上
手
く
い
か
な
い
時
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
を
糧
に
、

自
分
が
今
な
に
を
す
べ
き
か
考
え
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
原
良
田
さ
ん
は
、
４
年
後
の
世
界

選
手
権
の
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ

れ
、
日
本
の
勝
利
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
つ
つ
、「
ま
ず

は
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
の
主
将
と
し

て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
質
の
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
〝
鹿
児
島
は
や
は
り
強
い
！
鹿

児
島
が
一
番
だ
！
〟と
言
わ
れ
る
チ
ー

ム
に
し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
も
仕
事
も
何
事
に
も
実

直
な
原
良
田
さ
ん
。
ピ
ッ
チ
上
で
の

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

鹿児島温泉 時
ときのすみか

之栖
〒 890-0034
鹿児島県鹿児島市田上 6 丁目 1-6
TEL: 099-256-1126

ありば
ヒュ ーマ ン

ド ュ
キ メ ト

ン

10 月に栃木県で行われる全国障害者スポーツ大会に、九州ブロッ
クの予選会を勝ち抜き、鹿児島県代表選手として出場します。

お客様に快適に過ごしていただくため、掃除は隅々まで丁寧におこ
なうことをこころがけているそうです。

©KAGOSHIMA UNITED FC©KAGOSHIMA UNITED FC
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白
鳩
会
は
開
設
49
年
に
な
り
ま
す
。
創
立
者
で
あ

る
前
理
事
長
中
村
隆
重
の
実
弟
が
障
害
で
定
職
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ず
、そ
の
弟
を
心
配
す
る
母
親
を「
何

と
か
し
て
あ
げ
た
い
、『
い
っ
し
ょ
に
働
け
る
場
所

づ
く
り
』
を
し
よ
う
」
と
の
思
い
で
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
当
初
は
、
障
害
を
持
つ
方
が
３
年
後
に
地
域
社

会
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
自
立
の
た
め
に
は
壁
が
多
く
、
限
界
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
共
汗
共
育
」「
障
害
者
も

自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
自
立
で
き
る
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
生
活
を
支
え
る
「
福
祉
」
と
彼
ら
が
働
く

「
農
業
」
で
自
立
を
目
指
す
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　
49
年
の
間
に
支
援
方
法
も
変
わ
り
、
現
在
は
利
用

者
の
意
思
を
尊
重
し
た
意
思
決
定
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
適
性
を
見
極
め
な
が

ら
、〝
得
意
〟
を
活
か
せ
る
作
業
の
選
択
と
サ
ポ
ー

ト
に
心
が
け
て
い
ま
す
。併
設
の
花
の
木
農
場
は「
福

祉
・
農
業
・
観
光
を
結
び
つ
け
な
が
ら
過
疎
化
に
悩

む
地
域
お
こ
し
」
を
目
指
し
て
開
場
し
、
農
場
内
は

農
産
物
・
加
工
品
生
産
と
と
も
に
、
観
光
客
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
農
場
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食
提
供
や
彫
刻
作
品
の

展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
花
の
木
農
場
で
は
、
職
員
が
作
業
に
ど
れ
だ
け
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
利
用
者
に
見
せ
る
こ

と
、〝
背
中
で
語
る
こ
と
〟
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
「
農
作
業
に
取
り
組
み
、
工
賃
を

も
ら
っ
て
、
貯
金
も
で
き
ま
し
た
。
祖
母
の
頼
み
で

実
家
の
お
風
呂
の
改
装
費
を
出
し
て
あ
げ
ら
れ
た
と

き
、
や
っ
と
孫
ら
し
い
こ
と
が
で
き
た
と
嬉
し
く
な

り
、
給
料
を
も
ら
う
こ
と
の
充
実
感
を
初
め
て
感
じ

ま
し
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
く
と
、
こ
れ
ま
で
の

苦
労
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
花
の
木
農
場
が
あ
る
南
大
隅
町
は
過
疎
化
、
高
齢

化
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
地
域
の
農
業
を
支
え
る
役
割
を
担
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
、
大
隅
地
域
で
「
ノ
ウ
フ
ク
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
設
立
さ
れ
、
地
域
の
企
業
・
農

家
と
福
祉
事
業
所
が
関
係
性
を
築
き
や
す
い
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組

を
推
進
し
、
大
隅
か
ら
県
内
、
全
国
へ
向

け
て
、
さ
ら
に
農
福
連
携
の
取
組
を
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
農

福
連
携
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り

が
で
き
、
利
用
者
・
職
員
の
〝
見
え
る
景

色
〟
に
広
が
り
が
出
て
く
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
白
鳩
会
・
花
の
木
農
場
は
、
こ
こ
で
の

生
活
、
働
き
を
通
し
て
、
自
分
の
、
そ
し

て
相
手
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
す
。
是
非
一
度
、
農
場
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
生
き
生
き
と
し
た

利
用
者
の
表
情
を
見
て
、
文
章
や
写
真
で

は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
何
か
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
常
務
理
事　
中
村
邦
子
）

〝
過
疎
地
域
の
光
〟
と
な
れ
る
よ
う
〝
農
福

連
携
〟
の
取
組
で
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

社会福祉法人　白
し ら は と か い

鳩会

自家養豚場の白豚を使用した、メルシーハム・ソーセージや、ピーナッツ豆
腐やお惣菜、ジェラートなど農場で出来た野菜や果物の加工品も人気です。

命のつながりを感じながら、めいっぱい愛情をそ
そいで育てます。

緑と青の大自然の中にひろがる花の木農場。つくる喜び、語る楽しさでいっぱいです。

社会福祉法人　白鳩会
〒 893-2501
鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北 2105
TEL：0994-24-2517　FAX：0994-24-2626 
HP：https://shirahatokai.jp/
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日髙 優翔さん
（屋久島町）
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　僕は、大好きな屋久島にある木工所「ウッドショップ木
き
心
こ り
里」で働いています。

中学校を卒業後も屋久島内の高校へ進学を希望していましたが、当時は島内に養護
学校はありませんでした。そこで、先生に相談し、屋久島に養護学校を作るよう働
きかけました。その結果、学校はできませんでしたが、屋久島高校内に中種子養護

学校の支援教室ができました。翌年には後輩が 5人入学してきて、とても嬉しかったです。
　高校卒業後は木工を学ぶために、先生の紹介で鹿児島県障害者職業能力開発校に進学しました。ある日、先生
から「木工でアビリンピックに出場してみないか」と声を掛けられました。最初は、出場することに対し前向き
ではありませんでした。でも、練習を重ねるうちに自信が付き、気付いた頃には「優勝したい！」と思うようになっ
ていました。後から先生に聞いた話では、開発校のオープンスクールで家具作
りの体験をした時から「木工の素質がある！」と思っていただいたみたいです。
父の趣味がDIY で、僕も子どものころからものづくりに慣れ親しんでいたおか
げだと思います。
　本番の課題は、5時間で「蓋付き小箱」を製作するというものです。蓋の小口
を合わせる作業には苦戦しましたが、練習より上手くできました。大きな金メ
ダルを獲得することも初めてだったので、とても嬉しかったです。普通なら経験
できないことができたので、アビリンピックに出場できて本当に良かったです。
　僕は、木工に特化して更に学ぶために、さつま町の高等技術専門学校へ通い
たいと思っています。アビリンピックで金賞を取った人は、世界大会へ出場す
ることができます。ただ、屋久島では練習する場所がなく、道具をそろえたり、
刃物を研いだりすることもできません。開発校の先生からも「世界大会出場に
向けて練習できる場所を確保した方がいい」と勧めてもらったので、今は専門
学校へ通うために、働いてお金を貯めたいです。
　木工の仕事だけではなく、バレーボールも頑張っています。今は鹿児島県の「排
球かごしま」に所属していて、熊毛郡の代表選手でもあるので、2023年のかご
しま大会に向けて日々努力しています。仕事もバレーボールも大好きなことに向
き合えるこの環境に感謝しながら、これからも頑張りたいです。

主にキーホルダーやボールペンなど屋久
杉を使用した商品を製作しています。木
の魅力は自分が思うような形に加工でき
ることですね。

代表 鹿島さん「優翔君は実直なので
目標に向かって凄く伸びると思いま
す。いいものしかもっていない素敵
な子です。」

広 告
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センテラス
天文館
（鹿児島市）

鹿児島市千日町１−１
TEL　099-221-1001
営業時間　10：00〜 20：00　
レストラン11：00〜 23：00

※一部営業が異なる店舗もございます。
※営業時間は予告なく変更になる場合がご
ざいます。

●
セ
ン
テ
ラ
ス
天
文
館
は
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
コ
ト
が
行
き
交
う
場
所
を
目
指
し
、

鹿
児
島
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
令
和
４
年
４
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
施
設
の
目
の
前
に
は
、
繁
華
街
の
中

心
に
位
置
す
る
天
文
館
電
停
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
同
伴
も
出
来
る

た
め
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
も
気
軽
に

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
ペ
ッ
ト

は
入
館
禁
止
）。

　
施
設
に
は
、
衣
類
・
雑
貨
店
や
飲
食

店
は
も
ち
ろ
ん
、
鹿
児
島
市
立
図
書
館

も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
１
日
中
施
設
内

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
図

書
館
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
人

が
利
用
す
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

お
り
、
幅
の
広
い
通
路
が
車
椅
子
で
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
可
能
に
し
て
い
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
読
書

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
上
階
に
は
ホ
テ
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル

も
あ
り
、
観
光
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
使

用
方
法
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
多
目

的
ホ
ー
ル
は
最
大
３
０
０
名
収
容
可
能

で
あ
り
、
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
を
自
由
に

配
置
で
き
る
の
で
、
出
席
者
に
合
わ
せ

自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

　
多
目
的
ト
イ
レ
に
は
介
助
用
ベ
ッ
ド

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
）
の
設
備
が

あ
り
、
介
助
す
る
人
・
さ
れ
る
人
、
双

方
が
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

の
人
が
安
心
し
て
集
え
る
憩
い
の
場

「
テ
ラ
ス
」
と
し
て
、
天
文
館
地
区
を

訪
れ
る
多
く
の
人
々
の
利
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

広々したキッズトイレには、調乳ができるお湯・流し台・
おむつ交換ベッド・専用ダストボックスを完備

図書館にはテーブル席やソファ席が設けられ、ゆったり
過ごせる空間となっている

正面入口は段差を無くし、なだらかな
傾斜となっている施設内に設置されている身体障害者駐車場をご利用の際

にはお問い合わせください

鹿児島県身障者用駐車場利用証制度（パーキングパーミット制度）について
　左の表示のある身障者用駐車場は、県の発行した利用証（基準に該当する方に交付
されます。）がないと使用することができません。
　車の乗り降りのためにドアを全開にしなければならない方、歩行困難によりできる
だけ建物に近い位置に駐車を必要としている方など、この駐車スペースを本当に必要
としている方が利用できるよう鹿児島県身障者用駐車場利用証制度への協力・理解を
お願いします。
　本制度の対象となる方で利用証をお持ちでない方は最寄りの窓口（県庁障害者支援
室、地域振興局・支庁・事務所、ハートピアかごしま）で申請くださるようお願いします。
問い合わせ先	 県庁障害福祉課障害者支援室地域生活支援係
	 TEL 099–286–2746　FAX 099–286–5558
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鹿児島県からのお知らせ
ヘルプマーク・ヘルプカードをご存じですか

ひとりで悩まないで　～自殺予防のために～

【問合せ先】鹿児島県障害福祉課障害者支援室　電話：099 － 286 － 2746

【相談窓口】
・新型コロナウイルス感染症に関する心のケア相談専用ダイヤル　電話：070 － 7664 － 5152
　（午前９時 00 分～午後４時 00 分まで / 土日祝日も対応，年末年始 12/31 ～ 1/3 除く）
・県自殺予防情報センター　電話：099 － 228 － 9558（午前９時 00 分～正午、午後１時 00 分～４時 00 分 / 月・木）
・県精神保健福祉センター　電話：099 － 218 － 4755（午前８時 30 分～正午、午後１時 00 分～５時 00 分 / 月～金）
・こころの電話　電話：099 － 228 － 9566・9567（午前９時 00 分～正午、午後１時 00 分～４時 30 分 / 月～金）
・鹿児島いのちの電話　電話：099 － 250 － 7000（24 時間 /365 日）

　県では、義足を使用している方や、内部障害、難病の方など、外見から援助等が必要なことが分からない方々を対象に、「ストラップ
型のヘルプマーク」、「ヘルプカード」を配布しています。
　ヘルプマーク・ヘルプカードを持っている方がお困りのようであれば、「どうしましたか？」「何かお困りですか？」と声をかけていた
だき、できる範囲での手助けをお願いします。
　マーク及びカードの配布は、お住まいの市町村のほか、県庁障害者支援室、地域振興局・支庁、ハートピアかごしまにて行っています。
また、郵送での配布も行っておりますので、詳しくは県のホームページをご覧いただくか、県庁障害者支援室までお問い合わせください。

　最新の人口動態統計（速報値）によると、令和３年の自殺者数は全国では約２万人、本県においても約２５０人もの方が自ら命を絶っています。
自殺の原因は複雑で、その背景には、こころや体の健康問題、経済・生活問題、家庭問題のほか、生観・価値観や地域・職場環境をはじめ、昨
今では、新型コロナウイルス感染症など、様々な社会的要因が複雑に関係しています。
　県内には、県自殺予防情報センター（県精神保健福祉センター内）をはじめ、最寄りの保健所や市町村などに多くの相談窓口が用意されてい
ます。また、県では、新型コロナウイルス感染症に対応した「心のケア相談専用ダイヤル」を開設しています。
　悩みを抱えている方は、決して１人で悩まずに、まずは誰かに相談しましょう。

Vol.44 令和 4 年 9 月 30 日発行

11 月 10日～ 16日は「アルコール関連問題啓発週間」です

厚生労働省「アルコール健康障害対策」サイト
厚労省ホームページ > 政策について > 分野別の政策一覧 > 福祉・介護 > 障害者福祉 > アルコール健康障害対策

　お酒は、生活に豊かさや潤いを与えるものですが、不適切な飲み方は、アルコール健康障害の原因となり、体や心にも悪影響
を及ぼすことがあります。
　また、飲酒運転や暴力、自殺などの社会的な問題の原因になり、家族への深刻な影響を与える恐れもあります。
　この機会に、飲みすぎや未成年者、妊産婦の飲酒など、不適切な飲酒によるアルコール関連問題への関心と理解を深めましょう。


